
国際学術大会
日韓次世代学術フォーラム

東アジアの安定的発展のために
公開討論テーマ

● 日時 2011年 8月 22日(月)∼ 23日(火)
● 場所 東亜大学校　富民(ブミン)キャンパス

● 主催 日韓次世代学術フォーラム
● 主管 東亜大学校 社会科学大学

東西大学校 日本研究センター

● 協賛 JAPAN FOUNDATION, 韓国研究財団,
KT, 東西大学校

● 後援 在釜山日本国総領事館、日韓文化交流基金

先ずはじめに、東日本大震災で犠牲になられた方々とご遺族の皆
様に、心よりお悔やみを申し上げます。また、未だ避難生活が続く皆
様に心よりお見舞い申し上げますとともに、被災地の一日も早い復
興を心よりお祈りいたしております。
今年で第8回目を迎える日韓次世代学術フォーラム国際学術大会
は、去る3月11日の東日本大震災を受け、当初予定しておりました
6月の東京開催をやむなく見送らせていただきました。しかし、「こ
のような時期だからこそ、日韓が協力して開催を」との声がフォー
ラム関係者の間で高まり、急遽東亜大学校が開催校として手を挙げ
てくださいました。曺圭香東亜大総長のご英断に敬意を表しますと
ともに、快く主管機関をお引き受けいただいた東亜大社会科学大学
関係者の皆様に、心より感謝の言葉を申し上げます。
今年のフォーラムは、全体テーマに「東アジアの安定的発展のため
に」を掲げさせていただきました。世界を舞台に日本と韓国が鎬を
削り、さらに中国の急速な発展を受け、国際社会における東アジア
の存在感はこれまでになく高まっています。一方で、同地域が様々
な課題を抱えているのも事実であり、それらを解決し、現在の発展
を安定的なものとしていくためには、域内における多様な分野と形
態での連携強化が欠かせません。そして、その中心的な役割を担う
のは、今回のフォーラムにお集まりいただいた東アジアの次世代研
究者の皆さんであると考えます。今大会での真摯な議論と交流を通
じて、参加者一人一人が東アジア地域の将来像について、深く考え
を巡らしてくれることを期待しております。
最後になりますが、今大会開催のためにあらゆるご支援を賜りま
した関係者の皆様に、心より感謝を申し上げます。また、今後とも本
フォーラムが持続的な発展を遂げられるよう、引き続きご関心をお
寄せいただけますことをお願い申し上げ、挨拶の言葉とさせていた
だきます。
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朝倉 敏夫(国立民族学博物館)
天野 みゆき(県立広島大)
有田 伸(東京大)
飯田 剛史(大谷大)
石田 益実(城西国際大)
李 鍾元(立教大)
磯前 順一(国際日本文化研究センター)
伊藤 亜人(早稲田大)
伊藤 雅之(愛知学院大)
稲場 圭信(大阪大)
井上 智勝(埼玉大)
岩井 洋(帝塚山大)
岩井 宏實(帝塚山大)
岩崎 竹彦(熊本大)
右崎 正博(獨協大)
大石 芳裕(明治大)
大島 卓(城西大)
大西 広(京都大)
大西 裕(神戸大)
岡田 正則(早稲田大)
岡本 明(広島女学院大)
長 志珠絵(神戸大)
男澤 智治(九州国際大)
香川 孝三(大阪女学院大)
糟谷 憲一(一橋大)
片岡 龍(東北大)
桂島 宣弘(立命館大)
川口 義一(早稲田大)

川村 邦光(大阪大)
神田 秀雄(天理大)
菊田 幸一(明治大)
木宮 正史(東京大)
木村 一信(立命館大)
久米 昭元(立教大)
倉林 眞砂斗(城西国際大)
黒住 真(東京大)
河野 武司(慶應大)
小島 康敬(国際基督教大)
小林 照夫(関東学院大)
小林 良彰(慶應大)
小牧 輝夫(国士館大)
小松 和彦(国際日本文化研究センター)
斉藤 美彦(獨協大)
坂本 正(南山大)
櫻井 義秀(北海道大)
佐々木 実雄(日本大)
佐島 顕子(福岡女学院大)
佐  々充昭(立命館大)
佐道 明広(中京大)
佐野 賢治(神奈川大)
柴田 弘捷(専修大)
島薗 進(東京大)
嶋 陸奥彦(東北大)
嶋村 紘輝(早稲田大)
清水 昭博(帝塚山大)
菅原 寧格(北海学園大)
杉橋 隆夫(立命館大)
鈴木 正崇(慶應義塾大)
高橋 文博(岡山大)

竹田 茂生(関西国際大)
田崎 宣義(一橋大)
竹田 信夫(中央大)
對馬 路人(関西学院大)
戸崎 肇(早稲田大)
西川 敏之(駿河台大)
西山 茂(東洋大)
新田 均(皇學館大)
橋本 健夫(長崎大)
原田 英生(流通経済大)
樋口 清秀(早稲田大)
平岩 俊司(関西学院大)
深川 博史(九州大)
福田 安典(日本女子大)
藤井 健志(東京学芸大)
細渕 富夫(埼玉大)
牧野 英二(法政大)
松崎 憲三(成城大)
松野 周治(立命館大)
松原 孝俊(九州大)
村山 皓(立命館大)
森島 牧人(関東学院大)
森田 英二(宮崎産業経営大)
森平 雅彦(九州大)
山岡 道男(早稲田大)
山上 徹(同志社女子大)
弓山 達也(大正大)
横手 裕(東京大)
渡邊 聡(静岡県立大)

ご挨拶

日韓次世代学術フォーラム事務局
617-716 釜山広域市 沙上区 周礼路 47 東西大学校日本研究センター内

URL : www.japancenter.or.kr     Tel : +82-51-320-1900
E-Mail : japancenter@dongseo.ac.kr     Fax : +82-51-320-1902

(가나다順)

第8回
連 絡 先
東亜大学校　社会科学大学
住所 釜山広域市 西区 富民 2街 1番地
電話 051)200-8603~4

東横イン(釜山駅Ⅱ)
住所 釜山広域市 中区 大昌洞 1街 22-4
電話 051)442-1045

東西大学校　学生寮
住所 釜山広域市 沙上区 周礼路 47
電話 051)320-1900

大会準備委員会

諮問教授

準備委員長：林錫俊(東亜大)
朴鴻錫(東亜大) 朱仁錫(東亜大) 黃基植(東亜大)
小笹克行(東西大) 山口達見(東西大) 金静姫(東西大)

アクセスインフォメーション
航           空 •市内バス201番利用 → 「ロッテホテル・デパート」下車
(金海空港) → 地下鉄「西面」駅へ移動 → 地下鉄1号線･新平方面行き乗車

→ 「土城洞」駅下車

鉄           道 •地下鉄「釜山」 駅へ移動 →新平方面行き乗車 →     
(釜 山 駅) 「土城洞」 駅下車

•7番出口前バス停にて81番または40番のバスに乗車 →
「東亜大富民キャンパス」下車

高速バス •釜山高速バスターミナル → 地下鉄1号線･新平方面行き乗車 →
「土城洞」 駅下車

市外バス •沙上市外バスターミナル → 地下鉄2号線「沙上」駅4番出口付近
バス停にて161番または15番の市内バスに乗車 → 「東亜大富民
キャンパス」下車

韓國側 (総51名)

日本側 (総88名)

姜敦求(韓国学中央研究院)
高種煥(釜慶大)
金東日(釜山大)
金明子(安東大)
金美京(光州大)
金美賢(梨花女大)
金敏培(仁荷大)
金秉仁(全南大)
金相準(延世大)
金順槇(全南大)
金容儀(全南大) 

金容稙(誠信女大)
金鍾瑞(ソウル大)
金仲洛(慶北大)
金春美(高麗大)
金惠淑(梨花女大)
金浩燮(中央大)
盧吉明(高麗大)
盧鎭澈(慶北大) 
文玉杓(韓国学中央研究院)
文智暎(淑明女大)
朴京夏(中央大)
朴海光(全南大)
裵炫錫(嶺南大)
徐永大(仁荷大)

蘇東鎬(全北大)
辛鍾遠(韓国学中央研究院)
梁英雄(濟州大)
梁銀容(圓光大)
梁峻豪(仁川大)
禹燦濟(西江大)
劉壬洙(梨花女大)
尹元澈(ソウル大)
尹忠沅(全北大)
李鎭漢(高麗大)
李香哲(光云大)
李昌益(濟州大)
張元皓(ソウル市立大)
鄭根埴(ソウル大)

鄭大然(濟州大)
鄭承衍(仁荷大)
鄭夏美(漢陽大)
曺成煥(京畿大)
趙全赫(仁川大)
趙賢來(釜山大)
池賢淑(培材大)
崔德卿(釜山大）
崔仁宅(東亞大)
秋英植(朝鮮大)
河宇鳳(全北大)
韓駿相(延世大)



分科7 宗教⋅思想 会場 : BA-0302
司会：韓昇勳(ソウル大)、 森本誠一(大阪大)

貝原益軒の養生思想における 「心の修養」

現代日本における宗教とボランティア活動

江戸儒者における「立志」教示の一展開

公共的対話から市民参加へ

西川如見に見る明末儒学と思想的連動

重菴姜彛天と金健淳ヨサファットの
天主教転用

崔重珍と自由教会
―蓄妾問題と祭祀問題をその背景として

西周の対外思想

09:30
~10:05

10:05
~10:40

10:50 
~11:25

11:25
~12:00

15:30
~16:05

16:05
~16:40

16:50
~17:25

17:25
~18:00

松崎瑠美
(東北大)
朴炳道

(ソウル大)
西田彰一
(立命館大)
冬月律

(國學院大)
アントニウス

プジョ
(東北大)
千地健太
(一橋大)
沈亨俊

(ソウル大) 
上原和甫

(慶應義塾大) 

向静静
(広東外語外貿大)

寺沢重法
(北海道大)
高橋恭寛
(東北大)
森本誠一
(大阪大)
仇玉卿

(広東外語外貿大)
韓昇勳

(ソウル大)
裵貴得

(立命館大)
田中元暁
(明治大)

18:00 ~18:10 総　　評

分科8 民俗⋅人類

近世京都の食 - 商家の献立を例に-

樹木崇拝を通して見た村林(藪)の神聖性の考察
世界遺産麗江古城における住民構成

の変化に関する一考察

小樽の国際観光イメージの構築のメカニ
ズムに関する文化人類学的研究

インドネシア・ジャカルタにおけるバタック
人の都市生活

日本の端午節ー浜松まつりの事例からー

植民地期慶州遺蹟出土品保存に対す
る朝鮮人住民の行動分析

1DKのマイホーム : 
超高齢社会の家族と住居

09:30
~10:05
10:05
~10:40
10:50 
~11:25

11:25
~12:00

15:30
~16:05
16:05
~16:40
16:50
~17:25
17:25
~18:00

李徳雨
(神奈川大)

鄭在洪
(ソウル大)

崔成喜
(中央大)
丁ユリ
(東京大)

許銀珠
(北海道大)

李榮眞
(ソウル大)

白海玉
(城西大)

赤間宏貴
(立命館大)

金仁宣
(中央大)
高倉健一
(神奈川大)

周菲菲
(北海道大)

平田生子
(京都大)

サイモンジョン
(神奈川大)

荒木潤
(韓国學中央研究院)

朴承賢
(東京大)

分科9 文化⋅芸術
会場 : BA-0303

司会 : 田仲聡(専修大)、 李周熹(高麗大)

戦前期検閲制度に関する一考察

文化的空間概念の研究

日韓慣用句の差異と文化的差異

釜山地域における日本人観光客の
観光形態変化に関する考察
「荻生徂徠の墓」の名所化

文化芸術教育は教育原理なのかコンテンツなのか

東京佃の祭祀組織にみられる人びとの紐帯について

1920年代のメディアにおける
天皇・天皇制の可視的表象

09:30
~10:05
10:05
~10:40
10:50 
~11:25
11:25
~12:00
15:30
~16:05
16:05
~16:40
16:50
~17:25
17:25
~18:00

李周熹
(高麗大)
佐藤崇子
(北海道大)

全聖訓
(ハンシン大)

井上淳生
(北海道大)

尹禧軫
(仁荷大)

孫ミギョン
(韓国外大)

渡邉皓太郎
(一橋大)
尹恩鎬
(仁荷大)
稲葉紫穂

(城西国際大)
尹恩慧
(東西大)
吉川裕
(東北大)
宋由美
(全南大)
田仲聡
(専修大)
小山亮
(明治大)

18:00 ~18:10 総　　評

分科4 歴史 会場 : BA-0404
司会：上島智史(神戸大)、 金銀珠(早稲田大)

19世紀名古屋城下の信仰と如来教

近世大名の献上儀礼について 

韓国地域における粘土帯土器の
地域別伝播過程に関する研究

東アジアの造瓦技術
- 日本における滴水瓦の導入と変遷 -

草梁倭館の空間構造に関する一考察 
1920～30年代における

公私社会事業の相克
在郷軍人会機関紙『戦友』誌上における

「模範的国民像」の形成
「東亜協同体論」からみる

戦時期日本の知識人論 

09:30
~10:05
10:05
~10:40
10:50 
~11:25
11:25
~12:00
15:30
~16:05
16:05
~16:40
16:50
~17:25
17:25
~18:00

金銀珠
(早稲田大)
樋口忠宣
(東西大)
島村崇
(九州大)

殷暁星
(立命館大)

金弘植
(日本大)
大熊智之
(北海道大)

石原和
(立命館大)
越坂裕太
(京都大)
林雪姬
(全南大)
木村友紀
(帝塚山大)
上島智史
(神戸大)

佐々木拓哉
(京都府立大)

松田英里
(一橋大)
太田亮吾
(明治大)

18:00 ~18:10 総　　評

分科5 言語⋅文学
在日ディアスポラ作家たちの不安と克服の模索

東アジアの家族像 - 防人歌の文学性を探る -

日本からみた祖国の戦争 - 張赫宙の『嗚呼朝鮮』

津村節子が描く放浪の旅
- 「ネムロ」から「さい果て」まで -

『雨月物語』における宮木と磯良の
人物像をめぐって

接尾辞 「-的」に関する韓中対照分析、および活用研究

高見順<戦後>としての阿片問題

日本占領下の北京における日中文学交流

09:30
~10:05
10:05
~10:40
10:50 
~11:25
11:25
~12:00
15:30
~16:05
16:05
~16:40
16:50
~17:25

17:25
~18:00

張秀熙
(東亜大)
金銀美

(ハンシン大)
夏丹

(日本大)

高嶋洋子
(南山大)
金玉善
(慶星大)

小松原孝文
(東京大)
李熙媛
(釜山大)

鄭ボラム
(梨花女大)
神宮咲希

(福岡女学院大)
尹美爛
(仁荷大)
岩田陽子
(関西大)

李静
(京都大)

杜涛
(延世大)
三上聡太
(立命館大)

鄒双双
(関西大)

18:00 ~18:10 総　　評

分科6 社会⋅ジェンダーー

ストーリーテリングを活用した文化観光
コンテンツの可能性に関する考察

情報コミュニケーション技術の浸透と
家族・親族関係の変容

韓国の多文化家族支援政策に対する類型化研究

日本植民地期前後の済州島における宗教運動と仏教復興

ハンセン人(ハンセン病歴者)に対するレッテルの生産･再
生産と これを通じてみた近代権力体制

広島からの問題提起
被爆朝鮮人の 「掘り起し」と平岡敬

過渡期における現代女性− 日本人男性と婚姻関係にあるロ
シア人女性移住者の人類学的考察

家父長制・男女の役割観、兵役が
性差別意識に与える影響

09:30
~10:05

10:05
~10:40
10:50 
~11:25
11:25
~12:00
15:30
~16:05
16:05
~16:40

16:50
~17:25

17:25
~18:00

渡邊智史
(慶應義塾大)

李賢京
(北海道大)
福田洋佑
(専修大)
裵貴得 

(立命館大)

小森田龍生
(専修大)
朴根源
(全南大)
藤橋未花
(九州大)
姜賢旻
(仁荷大)

朴明和
(東西大)
槌屋洋亮

(慶應義塾大)
金春基・安昌煥

(亜洲大)
全惠松
(神戸大)
林正燮
(全南大)
本庄十喜 
(明治大)

ゴロウィナ
クセーニ
(東京大)
沈美惠
(関西大)

分科1 国際関係 会場 : BA-0506
司会：古川裕康(明治大)、 崔完(釜山大)

日韓における文化/デジタル・コンテンツの東アジア
内の流通 : 商品/サービス貿易統計を用いて

サンフランシスコ平和条約が独島問題を悪化させた
要因は何か

多國籍企業のグローバル・ブランド・イメージ戦略
- 日本の製造業が抱える問題から - 

日露戦争と黄禍論にかかる研究

09:30
~10:05

10:05
~10:40

10:50 
~11:25

11:25
~12:00

姜旼更
(釜山大)

梶原誠太郎
(熊本大)
玉璡周
(釜山大)

李苑暻
(早稲田大)

崔完
(釜山大)
古川裕康
(明治大)
權成淳
(釜山大)

発表時間 発表者 発表題目 討論者

分科2 政治⋅法律 会場 : BA-0507
司会：崔恩美(高麗大)、 橋場典子(北海道大)

宮城県における災害廃棄物の現状と適正処理および
リサイクルに向けた課題について

市民のための民主主義発展方向

社会的包摂の観点から見た法教育の可能性

法学と社会福祉領域における扶養義務に関する研究
創造都市の建設と発展過程における政府政策に関する研究

：金沢(日本)と北京(中国)798通りを中心に
法と「世論」の協働は可能なのか

- 2010年日本の刑事法改正を素材として

釜山広域市の日本地域国際交流に関する研究
中朝関係：血盟か不信か？

北朝鮮による第1次・第2次核実験を中心に

09:30
~10:05
10:05
~10:40
10:50 
~11:25
11:25
~12:00
15:30
~16:05
16:05
~16:40
16:50
~17:25
17:25
~18:00

金銀寬
(中央大)
村口森恵
(熊本大)
黃京奎
(東亜大)
金讚宇
(嶺南大)
金書鍈
(釜山大)
綾部六郎
(同志社大)

河東秀
(東京大)

齋藤優子
(東北大)
陳熙元
(嶺南大)
橋場典子
(北海道大)

鄭珉鎬
(江原大)
崔恩美
(高麗大)

郭薇
(北海道大)

李泳秀
(東西大)

李辛
(ソウル大)

18:00 ~18:10 総　　評

分科3 経済⋅経営 会場 :  BA-0506  
司会：河原亘(國學院大)、 李振宇(東亜大)

彼らが言わない無償給食の問題点

中日間・中韓間の貿易構造の比較分析
：産業内貿易を中心に

制度主義的な政治経済学の観点から見た
地域社会経済システムの「持続可能性」に関する研究

- 日系小売企業の中国市場適応化プロセス -

15:30
~16:05
16:05
~16:40
16:50 
~17:25
17:25
~18:00

宋仙永
(亜洲大)
辛受靜
(東亜大)
田淵敬光
(東西大)
姜芝垠
(光云大)

李振宇
(東亜大)
張継佳
(獨協大)
金佑榮
(仁川大)
河原亘

(國學院大)

国際学術大会 全日程

宿舎チェックイン
· 東横イン釜山駅Ⅱ(教員)
· 東西大 学生寮 (学生)
大会運営委員会議
▶場所：東亜大 総合講義棟　BC-B113
大会進行会議(通訳ㆍ司会参加)
▶場所：総合講義棟　BC-B114
登録
▶場所：総合講義棟 ロビーフロア 中央ホール
分科別発表及び討論
昼食
▶場所：法科大学　食堂
諮問教授懇談会
▶場所：総合講義棟 BB-902
開会式
司会：林錫俊(東亜大教授)
1. 開会の辞：張済国(フォーラム代表)
2. 歓迎の辞：曺圭香(東亜大総長)
3. 祝    辞 : 余田幸夫(在釜山日本国総領事)
▶場所：法科大学 1階　金観音行ホール

基調講演
金永煕(中央日報常任顧問/国際問題大記者)
テーマ「 東アジアの安定的発展のために」
司会：申光澈(ハンシン大)
▶場所：法科大学 1階　金観音行ホール
分科別発表及び討論
レセプション
▶場所 : 総合講義棟 ロビーフロア 食堂
▶集合場所 : 東西大 学生寮
調査旅行(慶州：仏国寺、石窟庵など)
解散、日本側帰国

第1日
8/21(日)

第2日
8/22(月)

第3日8/23(火)

第4日8/24(水)

15:00 以降

17:00~19:00

18:00~19:00

08:40~09:30

09:30~12:00

12:00~13:00

12:00~13:00

13:20~13:50

14:00~15:10

15:30~18:10

18:30~20:00

08:20
08:30~19:00

-

날짜 시간 내용

www.japancenter.or.kr

12:00 ~12:10 総　　評

18:00 ~18:10 総　　評

1. 国際関係 小針 進(静岡県立大) 全洪燦(釜山大)
2. 政治･法律 西野 純也(慶應義塾大) 林錫俊(東亜大)
3. 経済･経営 高瀬 浩一(早稲田大) 朴盛彬(亜洲大)
4. 歴史 林 雄介(明星大) 姜制勳(高麗大)
5. 言語･文学 大木 康(東京大) 表正玉(淑明女大)
6. 社会･ジェンダ- 魚住 明代(城西国際大) 朴奐栄(中央大)
7. 宗教･思想 川瀬 貴也(京都府立大) 崔鍾成(ソウル大)
8. 民俗･人類 樫尾 直樹(慶應義塾大) 崔晶基(全南大)
9. 文化･芸術 小倉 紀蔵(京都大) 申光澈(ハンシン大)

運営委員長：李元範(東西大)
分科 日本側 韓国側

運営委員

会場 : BA-0305
司会：三上聡太(立命館大)、 鄭ボラム(梨花女大)

会場 : BA-0405
司会：林正燮(全南大)、 槌屋洋亮(慶應義塾大)

会場 : BA-0304
司会：平田生子(京都大)、金仁宣(中央大)

発表内容

18:00 ~18:10 総　　評

18:00 ~18:10 総　　評

発表時間 発表者 発表題目 討論者

発表時間 発表者 発表題目 討論者

発表時間 発表者 発表題目 討論者

発表時間 発表者 発表題目 討論者

発表時間 発表者 発表題目 討論者

発表時間 発表者 発表題目 討論者

発表時間 発表者 発表題目 討論者

発表時間 発表者 発表題目 討論者


